
 

第３９回 「土佐日記門出のまつり」が開催！ 
１１月6日（日）に、第３9回「土佐日記門出のまつり」

が古今集の庭で開催されました。 

中谷衆議院議員さんや平山南国市長、竹内南国市教育長な

ど、多くの来賓の方々が列席する中、４・５年生は、今まで

練習を重ねてきた「まほろば子ども囃子」の演奏を力いっぱ

い披露することができました。また、６年生も、しっかりと

した声で「土佐日記」の暗唱を見事に奉納することができま

した。 

来賓の皆様からのごあいさつの中でも、お褒めの言葉をい

ただきました。 

今後も、雅なるまほろばの地の歴史、伝統、文化に触れ、

それらを継承していく学習に全校で取り組んでいきたいと考

えています。 

式典におきまして、献花のお手伝いをしていただいた保護

者の方、そして、国府小学校児童代表として献花をしてして

くれた６年生ありがとうございました。 

休日にもかかわらず、保護者・地域の皆様方には、多大な

るご協力をいただき、本当にありがとうございました。 
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南国市立国府小学校 令和4年１１月１０日（木）第１１号 

学校だより 

家庭数 

入賞おめでとう！ 

◆第３９回土佐日記門出のまつり俳句 小中学校の部 

裏面もご覧ください➡ 

この部分は web 掲載上削除させていただきます 

この部分は web 掲載上削除させていただきます 



 

 

保護者、学校関係者、地域の皆さまへ 

 

 

「児童虐待の根絶に向けて ～地域全体で子供たちを見守り育てるために～」 

 

○ １１月は児童虐待防止推進月間です。 

子供たちへの虐待は、児童相談所の相談対応件数（速報値）が過去最多を更新、高止まりしており、極めて深刻

な状況です。児童虐待により子供たちが傷つき、亡くなるようなことは、何としても無くさなければなりません。 

 

○ 虐待は、しつけとは違い、子供の成長と人格形成に深刻な影響を与えます。 

殴る、蹴るといった目に見える身体的虐待だけではなく、食事を与えない、放置する等のネグレクト、言葉によっ

ておどかす、無視する等の心理的虐待、性的虐待など様々な形で行われます。 

 

○ 保護者の皆さま、親子の未来を守るため、大切なお子さまの健やかな成長のため、「虐待はしない」と誓ってく

ださい。心に余裕がない時はストレスの解消など、皆さま自身が休むことも大切です。子育てに不安や悩みがある

時には、一人で抱え込まずに身近な人に相談したり、自治体の相談窓口等を頼ったりしてください。 

 

○ 学校関係者の皆さま、日頃から子供たちと接する中で、児童虐待と疑われる事案に気付いた際は、速やかにチー

ムとして対応し、市町村や児童相談所に通告するとともに、関係機関と連携して対応してください。 

 

○ 地域の皆さま、是非、子供や保護者の様子に関心を持って見守ってください。みなさまの声かけや日頃からのつ

ながりが、保護者の不安軽減にもつながります。そして、子供の衣服や体がいつも汚れている、保護者が子育てに

無関心であるなど虐待が疑われるサインに気付いた際は、ためらわずに最寄りの児童相談所に繋がる全国共通ダ

イヤル「189」（“いちはやく”）に相談・通告してください。 

 

○ 児童虐待の防止には、家庭・学校・地域が一丸となって子供たちを見守り、育てる体制づくりが重要です。文部

科学省としても、関係省庁とともに取組を推進してまいります。皆さまの御理解と御協力を心からお願い申し上

げます。 

 

 

 

 

 

 

 


